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第２ 具体的施策  

Ⅰ．「Society 5.0」の実現に向けて今後取り組む重点分野と、変革の牽引力となる「フラッグシップ・プロジェクト」等 

[１]「生活」「産業」が変わる 

１．次世代モビリティ・システムの構築 

（３）新たに講ずべき具体的施策 

ⅰ）実証プロジェクトの円滑・迅速な推進 

・高速道路でのトラック隊列走行については、早ければ平成 34 年の商

業化を目指し、本年度中に後続車無人システムの公道実証を開始する。

また、実証実験の成果やダブル連結トラックの実験の現状を踏まえ、

来年 10 月までに、運用ルールや他の走行車両への影響軽減の観点も

含めてインフラ面等の事業環境の検討を行う。 

・後続車無人システムの開発に資することを踏まえ、これに先立ち、平

成 33 年までにより現実的な後続車有人システムの商業化を目指し、

技術的課題及び事業面での課題を総合的に検証しつつ、運用ルールを

含め、整理が必要となる事項について、物流政策上の観点も踏まえ、

本年度中に官民で具体的な議論を進める。 


